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学校教育目標 ゆめをもち 心あわせて あしたをえがく Ｒ４ ２ １６

～ 学んで 遊んで よりよく考える ～ Ｎo.４１

１・２年生スキー教室 ２月２日（水）

時折、薄日が差す穏やかな天気の中、１・２年生の大台スキー場でのスキー教室が開催されました。

この日、不安を感じながらも初めてリフトに乗った人が数名いました。人生初のリフトということで、

乗るときと降りるときに少し緊張したものの、山の上から見える雄大な景色に感動しながら安全に滑る

ことができました。また、スキーが得意なグループでは、第２リフトに乗って、より難しいコースに挑

戦した人たちもいました。

このように、一人一人がスキー技術を確実にレベルアップさせ、冬の大自然とふれ合いながらスポー

ツをする楽しさも感じ取ることができました。これも保護者や指導員の皆さまの安全に配慮した丁寧な

ご指導のおかげです。また、スキー運搬や子どもたちへの多方面にわたるお世話をしてくださった保護

者の皆さまにも感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

リフトを降りてスタート（１年生）

気持ちよいスピードで（２年生）

前の人に続いて（１年生） 自由自在のターン（１年生）

最初は準備運動（２年生）

どのコースも余裕たっぷり（２年生）

リフトの乗るぞ（２年生）

長いコースを一気に（２年生）

指導者の皆さんにあいさつ（１年生）



千駄木小学校とのオンライン交流会 ２月７日（月）

５年生が東京都千駄木小学校との交流会をオンラインでクラスごとに行いました。本来であれば、長

期休業中に互いの小学校を訪問して交流することになっていました。しかしコロナ禍のため、昨年度に

引き続き相互訪問が中止となり、パソコンとモニターによるＺＯＯＭを活用しての実現となりました。

まず、事前に送付済の各校紹介ビデオを見た感想を発表しました。続いてクイズやオンラインでのじ

ゃんけんゲームやジェスチャーゲームなどを楽しみ、最後に感想を発表して交流会は終了しました。ク

イズタイムには、仙南小から学校や美郷町そして方言に関すること、千駄木小から学校や文京区に関す

ることなどが出題されました。

今回の交流会を通じて、互いの地域や学校についての理解を一層深めることができました。また、Ｉ

ＣＴの活用により、遠く離れていても臨場感をもって交流できるよさも体験することができました。

人権標語コンテスト感謝状
毎年、本校では、５・６年生が人権について考え、人権を大

切にしようとする意識を高める機会とするため、人権標語コン

テストに参加しています。（入賞者は、稲穂３５で紹介）

この実践が評価され、秋田地方法務局と秋田県人権擁護委員

連合会より、写真のような感謝状をいただきました。１階ホー

ルに展示しています。

お知らせ
すでに、連絡メールでもお知らせしましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、本日開

催予定でありました学習参観は中止となりました。また、学習参観中止に伴い、ＰＴＡ合同役員会は延

期となります。開催日が決まりましたら役員の皆さまに改めて連絡いたします。

本年度最終の学習参観が実現できず、大変残念です。その分、卒業式・修了式まで、一日一日を大切

に、充実した毎日にしていきたいと考えていますので、どうか事情をご理解いただき、今後もご支援・

ご協力をいただきますようお願いいたします。

特別日課について ２月１４日（月）～２月２５日（金）

１～２年生 下校 １：０５ バス １：１０

３～６年生 下校 １：５５ バス ２：００

これまでの学校報は、仙南小学校ホームページに掲載しています。また、日々の学校での出来事や話題

等を紹介しているＷｅｂ日記も随時更新中です。ぜひ、ご覧ください。

仙南小学校 ホームページ http://www.sennanjs.sakura.ne.jp/ または、「仙南小学校ホームページ」で検索してください。

１組の交流の様子 ２組の交流の様子 モニター越しの千駄木小の皆さん

とても立派な感謝状


